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The surface color values L*a*b* of wooden facades of a building, exposed to a local natural environment, 
were sampled periodically for a period of 32 months in order to model the effects of different exposure 
conditions to the discoloration. However the discoloration by factors like UV, water and molds had been studied 
respectively, the discoloration of wooden facades associated with some building details under natural conditions 
is not enough studied. This study on the gradual intensity of discoloration in consideration of the distance to 
ledges and pavements and of the facade orientations provides realistic data needed for the color changing 
simulation of wooden facades.  
















































（2017 年 5 月 11 日竣工）に対して、2017 年 6 月から 2020





































幅約 140mm、厚さ約 15mm の天然乾燥、無塗装材である。外
壁板張りの施工が行われたのは、2017年 3月 3日から 2017






調査期間は 2017年 6月から 2020年 1月までの約 2年半
で、時刻は正午前後。調査頻度は 2017 年 6 月 12 日から
2017 年 10 月 9 日の期間は、週に一度で、2017 年 11 月 20
日から 2020年 1月 27 日の期間は、おおよそ 5 週に一度で





図 1 調査対象 西側立面図 
 
 























が彩度 C*、色相角度 h である。つまり、任意の 1 色を表す
a*b*平面上の点に関して、彩度 C*は原点からの距離、色相
角度 h は原点と結んだ線と a*軸とのなす角度である。 
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𝛥𝛥𝛥𝛥𝑎𝑎𝑏𝑏∗ = �(𝛥𝛥𝛥𝛥∗)2 + (𝛥𝛥𝑎𝑎∗)2 + (𝛥𝛥𝑏𝑏∗)2    (3) 
 
𝛥𝛥𝛥𝛥∗ = 𝛥𝛥0∗ − 𝛥𝛥∗        (4) 
 
𝛥𝛥𝑎𝑎∗ = 𝑎𝑎0∗ − 𝑎𝑎∗        (5) 
 





に置き換えたものである。彩度差ΔC*ab は比較する 2 色
の彩度 C*の差であり、幾何学的には L*a*b*色空間におけ
る原点からの距離の差である。一方色相差ΔH*ab は色相角








𝛥𝛥𝐶𝐶𝑎𝑎𝑏𝑏∗ = �(𝑎𝑎0∗)2 + (𝑏𝑏0∗)2 − �(𝑎𝑎∗)2 + (𝑏𝑏∗)2   (7) 
 





































































































































































図 3 上部庇距離比較 明度 L*値 
 
 




























図 5 南面高さ比較 明度 L*値 
 
 

































図 9 下部水平面距離比較 明度 L*値 
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